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はじめに：大気圧非熱平衡プラズマは、排ガス処理などの環境浄化技術や、生体の減菌・殺菌な
どの医療技術への応用も考えられており今後活躍が期待される。しかしながら、生成法によって
プラズマの特性はまったく異なるにもかかわらず、放電そのもののメカニズムについての物理研
究はまだまだ不十分である。例えば、我々は誘電体バリア放電プラズマジェットの電極構造の改良
により活性酸素ラジカルの生成効率が大きく影響されることを見いだした。さらに、文献 [1]にお
いて、適切なアルコールを添付することにより、放電電圧の低下とラジカル生成の促進が報告さ
れているが、その詳細は不明である。
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図 1: Schematics of the experimental device,

and heat flux and floating potential distribu-

tion along jet axis.

実験装置及び結果：本研究では、Engmannらの
提案したDBDプラズマジェット装置 [2]を改良し、
ガラスパイプの中心の針状電極に比較的低電圧を印
加しアルゴンのプラズマジェットを生成している。
生成した大気プラズマジェット前面に金属ターゲッ
トを設置し、その温度変化よりプラズマからの熱
流束を測定している。低圧プラズマで開発した 2つ
の解析法で熱流束を評価しており、両者の一致は
非常によい。放電ガスはアルゴンで、メタノール水
溶液中を通してから放電領域に送られている。純
アルゴンの場合は放電中に熱電対信号に大きなノ
イズが混在し、文献 [3]で用いられている解析法は
適用出来ない。ターゲット板は、大抵抗を介して
アースに接続し、熱電対回路からの突発的な過電
流を防止している。これにより、ターゲットの位置
での浮遊電位 (ジェット断面で平均化されたもの)の
同時測定も可能となっている。
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